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ユニマックス クロージャー 
再使用禁止 JUXF0081 

 

【禁忌・禁止】 

使用方法 

・再使用禁止 

適用対象(患者) 

・金属アレルギー(ニッケル、クロムへのアレルギー)反応を示

す可能性のある患者には使用しないこと。 

 

【形状・構造及び原理等】 

1．形状・構造等 

本品は、滅菌済み単回使用の器具であり、縫合糸による創や切り

口の閉鎖等に用いる。 

 

[全体図] 
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2．材料 

スタイレット、ニードルシャフト：ステンレス鋼 

 

【使用目的又は効果】 

本品は内視鏡治療時に内視鏡とともに使用する医療機器で、縫合

糸による創や切り口の閉鎖等に用いる。 

 

【使用方法等】 

 1.プランジャーを押下してスタイレットのフックを露出させる。 

 2.縫合糸をフックに引っ掛ける。この時、フックが糸の中央にあ

ることを確認する。 

 3.プランジャーの押下を解除して縫合糸をニードルシャフト内に

引き込む。 

 4.本品を、切開部の片側の断面から、皮下組織と腹膜を貫くよう

に穿刺する。 

 5.鏡視下で本品先端を確認しながら、プランジャーを押下してフ

ックを露出させ縫合糸を開放する。 

 6.プランジャーの押下を解除してスタイレットを元の位置に戻し、

本品を体外へ引き抜く。 

 7.本品を再び穿刺する前に、縫合糸が必要以上に体内に引き込ま

れないように、必要に応じて鉗子で糸の端を把持する。 

 8.糸を掛けない状態で、切開部の反対側で皮下組織と腹膜を貫く

ように穿刺し、内視鏡で確認しながら本品を腹腔内に進める。 

 9.鏡視下で本品先端を確認しながら、プランジャーを押下してフ

ックを露出させ、無傷性の鉗子で補助しながら縫合糸をフック

に掛ける。 

10.縫合糸がフックに掛かったらプランジャーを放し、本品を体外

へ引き抜く。 

11.標準的な手法により縫合糸を結び、切開部を縫合する。 

 

スワブの使用方法 

1.内視鏡用ポートから内視鏡を抜去した後、スワブのシャフト

を持ちフォームヘッドをポート内に挿入する。 

2.スワブを前後に動かしてポート内を清掃する。フォームヘッド

先端がカニューレの先端（遠位端）を超えないようすること。 

3.使用後、スワブをポートから取り出す。 

・スワブは5～12mmのポートに使用できる。スワブは斜めに挿入

しないこと。 

・使用中はスワブから手を離さないこと。スワブは必ず直接視認

しながら使用すること。 

・フォームヘッドがシャフトから外れることを防ぐため、使用中

に過度な力を加えないこと。 

・スワブを生理食塩水等の液体に浸さないこと。フォームヘッド

の接着力が低下するおそれがある。 

 

【使用上の注意】 

[重要な基本的注意] 

・本品を挿入及び抜去する際は、先端部を目視又は内視鏡を用い

て常に確認する他、プランジャーが押されていないことを確認

すること。 

・腹腔内では常に鏡視下で本品の先端を確認しながら本品を操作

すること。 

・本品を縫合糸の開放や把持牽引に必要な距離以上に腹腔内に挿

入しないこと。 

・誤って意図しない組織を損傷しないよう注意すること。 

・本品を抜去する際に、部位の止血状態を必ず確認すること。 

 

[不具合・有害事象] 

1.不具合 

1) その他の不具合 

・本品の破損、変形 

 

【保管方法及び有効期間等】 

[保管の条件] 

・水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて、室温で保管

すること。 

 

[有効期間] 

・包装の使用期限欄を参照。[自己認証による] 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

■製造販売業者 

株式会社ジェイエスエス 

大阪市中央区道修町1-6-7 TEL:06-6222-3751 

 
■外国製造業者 

ユニマックスメディカルシステムズ 

(Unimax Medical Systems Inc.) 

台湾 

 

  

ニードルシャフト 
ハンドル 

プランジャー 

スタイレット 
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フォームヘッド シャフト 
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